
市の花／つつじ 

【書の心●～喫茶去〔禪語〕～】 
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　喫茶去と言うのは、むずかしい話は抜きに
して、まあお茶でも召しあがれ、お平に、お
楽にという意味で、去は喫茶を強める助辞で
意味はありません。類似語に喫茶来がありま
すが、この来も去と同じです。喫茶したら早
く帰れとか、お茶を飲みに来いと解するのは 

どうかと思います。 
　世間的に言われる喫茶がただ茶を喫むです
ませるのはわびしい限りです。喫すは毎日の
食後の番茶でも、必ず両手で茶椀を持ち、心
で合掌して頂く敬虔さを呼び起こす行為であ
りたいと思います。 
　　　　　　　　　　　　　　　　高木大宇 

たか　ぎ　だい　う 

たいら の 

きつ 

き っ さ 　 こ  

けい けん 



岩
倉
市
は 

　
・
交
通
安
全
都
市
宣
言 

　
・
環
境
保
全
都
市
宣
言 

　
・
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言 

　
・
安
全
・
安
心
な
ま
ち
宣
言 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ち
で
す 

▲今年も鈴井町の宮田哲さん

からカサブランカの鉢植えをい

ただきました。自宅で丹精込め

て育てられたカサブランカの花

を、新庁舎が開庁した平成１３年

から毎年寄贈していただいてい

ます。 

広報いわくら　2006年8月1日号　No.849

男女共同参画をめざして 
共同参画 

仮性クループ 

「住宅用火災警報器等の訪問販売 
 にご注意を」 

裏表紙 山内一豊・千代紀行 
「運命の誓い、一豊・千代婚礼の地　岐阜」 

市政の窓 ３ 
いわくら夏まつり市民盆おどり 
岩倉市平和祈念戦没者追悼式を行 
います 
敬老事業の内容を変更させていた 
だきます 
市民音楽祭の出演者を募集します 
リサイクル品を販売します 
防犯対策助成金交付制度をご利用 
ください 
指名競争入札結果 
無料耐震診断、耐震改修工事に補助 
します 
水辺まつり２００６ 
市民スペース 市民ギャラリー情報  
市民山の家助成事業 
高齢者の医療制度が変わります 
福祉医療制度をお知らせします 
岩倉市ジュニアオーケストラの新団 
員を募集します 
平成１８年まちづくりカレンダー「郷 
土の英雄山内一豊の生涯」原画展を 
開催します 
小規模多機能型居宅介護サービス 
愛知県認知症介護支援電話相談を 
ご利用ください 
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…７ 
…８ 
…９ 
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…１０ 
…１１ 

 
…１１ 

１２ 知っておきたい健康講座 

１３ 消費者トラブルに巻き込まれないために 

１３ 

市民のひろば・いわくらネットワーク ２２ 

学校通信 
五条川小学校 

２４ 

フォトニュース 
子どもたちと春日山部屋力士との 
つどい・交通安全七夕飾り寄贈・ 
五条川交通少年団が交通安全啓発 
活動 

２５ 

悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

暮らしのガイド １４ 

精神保健福祉ボランティア養成講座　ほか 
講座・教室 １７ 
市民相談員・初心者卓球教室参加者　ほか 
募集 １５ 

中小企業退職金共済制度 
市民相談・教育相談　　　　　　 ほか 

相談・その他 １８ 国民年金高齢任意加入 
国民健康保険被保険者証が9月1日から 
変わります　　　　　　　　　　ほか 

手続き １４ 

教育講演会 
ミニミニコンサート 

催し １４ 
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●
市
政
の
窓
●
 

い
わ
く
ら
夏
ま
つ
り
市
民
盆
お
ど
り
 

　
岩
倉
市
と
岩
倉
市
商
工
会
は
、
夏
の
恒

例
行
事
と
な
っ
て
い
る
夏
ま
つ
り
市
民
盆

お
ど
り
を
開
催
し
ま
す
。
 

　
今
年
も
岩
倉
音
頭
な
ど
お
な
じ
み
の
踊

り
の
他
に
、
に
っ
ぽ
ん
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
・

日
本
全
国
お
は
や
し
音
頭
な
ど
も
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
 

　
盆
お
ど
り
終
了
後
に
は
、
花
火
も
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
や
お
友
達
と

一
緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

●
盆
お
ど
り
曲
目
　
岩
倉
が
好
き
で
す
・

岩
倉
音
頭
　
ほ
か
 

 【
お
願
い
】
 

　
当
日
は
、
会
場
周
辺
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
駐
車
場
の
収
容
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
車
で
の
お
出
か
け
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
た
は
、
岩
倉

市
商
工
会
（
☎
６
６
―
３
４
０
０
）
ま
で
。
 

●と　き 

８月１８日（金）・１９日（土） 
午後７時～ 
※雨天で中止した場合の予備日 

　は２０日（日）です。 

●ところ 

総合体育文化センター駐車場 

（図のとおり） 
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敬
老
事
業
の
内
容
を
変
更
 

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
 

第
３５
回
 

市
民
音
楽
祭
の
出
演
者
 

を
募
集
し
ま
す
 

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
慰
霊
と
平
和
を
祈
念
し
て
黙
と
う
を
お
願
い
し
ま
す
 

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
 

　
原
爆
被
爆
６１
周
年
と
終
戦
の
日
を
迎
え
、

広
島
市
、
長
崎
市
、
国
で
は
、
原
爆
死
没

者
、
戦
没
者
を
慰
霊
し
、
恒
久
平
和
を
祈

念
す
る
式
典
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
も
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ

た
人
々
を
慰
霊
し
、
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
、
職
場
や
ご
家
庭
で
敬
け
ん
な
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

広
島
市
原
爆
死
没
者
慰
霊
式
並
び
に
平
和
祈
念
式

８
月
６
日
（日）
午
前
８
時
１５
分
 

長
崎
原
爆
犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式
典
 

８
月
９
日
（水）
午
前
１１
時
２
分
 

全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
日
本
武
道
館
）
 

８
月
１５
日
（火）
正
午
 

岩
倉
市
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
 

 
過
去
の
戦
争
で
、
岩
倉
市
で
も
多
く
の

人
が
亡
く
な
っ
た
ほ
か
、
被
災
さ
れ
た
人

が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
 

　
今
日
の
め
ざ
ま
し
い
発
展
と
繁
栄
は
、

多
く
の
尊
い
犠
牲
者
の
礎
の
う
え
に
も
た

ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
深
く
思
い

を
め
ぐ
ら
し
、
岩
倉
市
を
あ
げ
て
追
悼
の

意
を
あ
ら
わ
し
、
恒
久
の
平
和
を
祈
念
す

る
た
め
、
平
和
祈
念
戦
没
者
追
悼
式
を
催

し
ま
す
。
 

●
と
き
　
８
月
１５
日
（火）
午
前
１１
時
５０
分
〜

（
１１
時
か
ら
受
付
開
始
）
 

※
終
了
は
午
後
１
時
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

戦
争
パ
ネ
ル
展
「
原
爆
と
人
間
」
 

 
被
爆
者
の
方
々
が
自
分
た
ち
の
手
で
作

っ
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
８
月
１０
日
（木）
〜
１５
日
（火）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
ホ
ー
ル
 

平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
ま
す
 

　
戦
争
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
人
を
慰
霊
し
、

平
和
を
祈
念
す
る
鐘
が
、
岩
倉
市
仏
教
会

の
協
力
に
よ
り
、
市
内
各
寺
院
で
打
ち
鳴

ら
さ
れ
ま
す
。
 

●
と
き
　
８
月
１５
日
（火）
正
午
 

●
と
こ
ろ
　
市
内
各
寺
院
 

　
ま
た
、
證
法
寺
（
本
町
）
で
は
、
正
午

よ
り
皆
さ
ん
に
平
和
の
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
―

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

      　
平
成
１８
年
度
か
ら
、
次
の
事
業
に
つ
い

て
、
内
容
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

【
敬
老
金
】
 

　
支
給
内
容
を
表
の
と
お
り「
節
目
方
式
」

に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
高
齢
者
居
宅
訪
問
】
 

　
敬
老
金
の
支
給
対
象
者
の
変
更
に
伴
い
、

高
齢
者
居
宅
訪
問
の
対
象
年
齢
を
９０
歳
以

上
の
人
か
ら
８８
歳
、
９９
歳
、
１００
歳
以
上
の

人
に
変
更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
と
き
　
９
月
１３
日
（水）
 

※
対
象
者
と
な
る
人
に
は
、
案
内
状
を
発

送
し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
ふ
れ
あ
い
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
音
楽
に
親
し
む
市
民
の

皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
表
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
今
年
度
も
市
民
音
楽
祭

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
の
出
演
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
５
日
（日）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
募
集
種
別
　
邦
楽
、
洋
楽
、
民
謡
、
吹

奏
楽
、
合
奏
、
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
　
な
ど
 

※
た
だ
し
、
カ
ラ
オ
ケ
は
除
き
ま
す
。
 

●
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か
お
勤
め
ま

た
は
、
在
学
の
人
 

●
演
奏
時
間
　
１５
分
程
度
 

●
申
込
期
間
　
８
月
１
日
（火）
〜
２５
日
（金）
 

※年齢は、平成１８年１２月３１日現在 

変　更　前 変　更　後 

８０～８４歳の人 

８５～８９歳の人 

９０～９４歳の人 

９５～９９歳の人 

１００歳以上の人 

８０歳の人 

８８歳の人 

９９歳の人 

１００歳以上の人 

－ 

５,０００円 

１０,０００円 

１５,０００円 

２０,０００円 

３０,０００円 

５,０００円 

２０,０００円 

３０,０００円 

５０,０００円 

－ 
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ま
だ
ま
だ
使
え
る
　
ま
た
使
え
る
 

リ
サ
イ
ク
ル
品
を
販
売
し
ま
す
 

●
申
込
方
法
　
市
役
所
６
階
生
涯
学
習
課

に
備
え
て
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
定
員
　
２０
組
程
度
 

※
た
だ
し
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、
出
演

を
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振

興
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

防
犯
対
策
助
成
金
交
付
制
度
 

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
清
掃
事
務
所
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
収
集
申
し
込
み
の
際
に
了
解
を

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
「
ま
だ
使
え
る
」

机
や
戸
棚
な
ど
を
、
修
理
、
洗
浄
し
、
再

生
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
う
し
て
「
ま
た
使
え
る
も
の
」
と
な

っ
た
家
具
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。
一
度
、

ご
覧
の
う
え
、
入
札
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
８
月
１７
日
（木）
・
１８
日
（金）
…
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
、
２０
日
（日）
…
午
前
９
時

〜
１１
時
 

●
と
こ
ろ
　
清
掃
事
務
所
内
リ
サ
イ
ク
ル

工
房
（
名
神
高
速
道
路
北
側
側
道
沿
い
、

五
条
川
の
西
）
 

●
展
示
・
販
売
す
る
も
の
　
食
器
棚
、
学

習
机
、
い
す
、
サ
イ
ド
ボ
ー
ド
、
タ
ン
ス

ほ
か
 

●
販
売
方
法
　
期
間
中
展
示
・
入
札
を
行

い
、
２０
日
午
前
１１
時
に
落
札
者
を
決
定
し

て
ご
連
絡
し
ま
す
。
 

※
同
一
の
物
に
複
数
の
入
札
者
が
あ
っ
た

場
合
は
金
額
の
高
い
人
を
落
札
者
と
し
ま

す
。
落
札
さ
れ
た
人
は
、
ご
自
分
で
家
ま

で
運
搬
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
清
掃
事
務
所
（
☎
６
６
―
５

９
１
２
）
ま
で
。
 

      　
昨
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
防
犯
対
策
助

成
金
制
度
は
、
今
年
６
月
ま
で
に
３
８
２

世
帯
の
人
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内

で
は
、
今
年
１
月
か
ら
６
月
末
ま
で
に
７９

件
の
空
き
巣
な
ど
の
侵
入
窃
盗
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
 

　
犯
罪
抑
止
の
た
め
に
わ
が
家
の
防
犯
対

策
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。
 

●
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
、

外
国
人
登
録
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る
世

帯
主
（
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
）
 

●
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口
の
鍵
を
交

換
ま
た
は
、
補
助
錠
、
サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ

ー
、
ガ
ー
ド
プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
。
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に
交
換
ま
た

は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、
補
助
錠
、
格
子
等

の
取
り
付
け
。
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ま
た
は
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
共
有
部
分
に
防
犯
カ

メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
。
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た
は
、
セ
ン

サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り
付
け
。
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、
セ
ン
サ
ー
 

ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照
明
灯
の
取
り
付
け
。
 

⑥
自
家
用
車
両（
自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・

自
転
車
）
に
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま

た
は
、
盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
。
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を
敷
設
。
 

●
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１
（
１
０
０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）
で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の
防
犯
対
策

は
対
象
外
で
す
。
 

●
申
請
方
法
　
口
座
番
号
（
申
請
者
名
義
）

の
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）
と
印

鑑
、
品
物
等
が
わ
か
る
領
収
書
を
ご
持
参

の
う
え
、
行
政
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
４
）
ま
で
。
 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 

汚水枝線管渠工事 
（右岸１８－２工区） 鴻池・昭和土建特定建設工事共同企業体 ６／３０～Ｈ１９／３／２３ ７２，２４０，０００ 下本町外地内 

（６月２２日～２９日） 

㈱キクテック ４，５１５，０００ ６／２７～８／２５ 区画線設置工事（その１） 石仏町外地内 

４，４１０，０００ ６／２７～８／２５ 阪神装路㈱名古屋支店 大地町外地内 区画線設置工事（その２） 

２５，５７２，７５０ ７／４～８／２１ 一宮電話興業㈱ 本町南新溝廻間２外４箇所 各小学校ＬＡＮ整備工事 

１１，６６５，５００ ７／４～８／３０ ㈱創建 神野町郷浦１８ 
五条川小学校屋内運動場 
アスベスト除去工事 

指名競争入札結果 
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昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
 

木
造
住
宅
対
象
 

無
料
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
 

工
事
に
補
助
し
ま
す
 

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を
行

い
ま
す
 

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
木
造
住
宅
の
無

料
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
建
築
物
 

①
建
築
時
期
が
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前

に
着
工
 

②
構
造
が
木
造
で
２
階
建
て
以
下
（
鉄
骨

造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
な
ど
は
対
象

外
）
 

③
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
ま
た
は
、
伝
統

構
法
（
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
、
木
質
パ
ネ
ル

構
法
な
ど
は
対
象
外
）
 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長

屋
、
共
同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象

外
）
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し

て
あ
る
簡
易
耐
震
診
断
票
に
基
づ
い
て
自

己
診
断
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者
　
　
　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
に
補

助
し
ま
す
 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
可

能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
人
に
対
し
て
、

耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま
す
。
　
　

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
 

 
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
ま

た
は
、
（財）
 愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が

実
施
す
る
耐
震
診
断
に
お
い
て
、
判
定
値

が
１
・
０
未
満
と
診
断
さ
れ
た
旧
基
準
木

造
住
宅
で
、
判
定
値
を
１
・
０
以
上
と
す

る
耐
震
改
修
工
事
。
た
だ
し
、
耐
震
補
強

上
有
効
な
耐
震
改
修
工
事
（
判
定
値
に

０
・
３
を
加
算
し
た
数
値
以
上
と
す
る
）

に
限
る
。
 

※
た
だ
し
、
耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事

に
つ
い
て
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

●
補
助
の
金
額
　
１
戸
あ
た
り
６０
万
円
を
 

限
度
と
し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満

の
場
合
は
、
そ
の
金
額
と
な
り
ま
す
）
 

●
補
助
の
対
象
　
１
敷
地
に
１
戸
を
補
助

の
対
象
と
し
ま
す
。
 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

●
税
制
の
特
例
措
置
の
適
用
　
平
成
１８
年

度
か
ら
住
宅
・
建
築
物
に
係
る
耐
震
改
修

促
進
税
制
の
創
設
に
よ
り
、
耐
震
改
修
工

事
を
行
っ
た
場
合
、
所
得
税
の
特
別
控
除

や
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
６
６
―

１
１
１
１
内
線
６
５
８
）
ま
た
は
、
税
務

課
課
税
第
２
係
（
内
線
５
７
５
）
ま
で
。
 

　岩倉の水辺を守る会では、水辺まつり２００６を開
催します。 
　幅広い市民の皆さんとふるさとづくりを一緒にすす
めていくことを目的に、真夏の一日、岩倉のシンボル
五条川で自然のすばらしさを楽しく体験できる企画を
用意しています。皆さんぜひ、ご参加ください。 
●と　き　８月６日（日）午前９時～午後３時３０分 

（受付午前８時３０分～、雨天中止） 
●参加費　３００円（当日受付にてお支払いください） 
●内　容　五条川イカダ下り、大玉運びリレー（団体

戦）、フリーゾーン、アドベンチャーゾー
ン、水鉄砲づくり、五条川いきものコーナ
ー、ラムネジュースお茶販売、カーフリー
マーケット、カッパの絵コンテスト 

●問合先　奥田米穀店（☎３７－０７２３）または、環境 
保全課環境啓発係（☎３８－５８０８）まで。 

水辺まつり２００６ 

市民スペース 
市民ギャラリー情報 

【美秋会水墨画展】 
●と　き　８月２８日（月）～９月３日（日） 
●問合先　伊藤（☎３７－０４１４）まで。 

市民ギャラリー 

【ハワイアン・ジャズ・ラテンを楽しむ】 
●と　き　８月２０日（日）午後２時～３時３０分 
●問合先　小林（☎０９０－１２３３－５１８４） 
　　　　　まで。 
【ファミリー・アンサンブル・コンサート】 
●と　き　８月２７日（日）午後２時～３時３０分 
●問合先　高木（☎３７－０６３５）まで。 

ミニステージ 
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●対象　市民の皆さん（小学生以上）が、下表の施設
に宿泊される場合、年１回（年度）に限り助成します。 
●申請方法 
①事前に表の宿泊施設に直接予約をしてください。 
②予約ができましたら、代表者の印鑑を持参のうえ企
画課（５階）または、情報サロン（１階）で申請して
ください。その場で「岩倉市山の家利用券」をお渡し
します。 
③利用券を宿泊先にお渡しください。次の金額が割り
引きされます。 

●助成金額 
★民宿等…大人・子ども（小学生以上）ともに３，０００円 
★天狗岩ファミリーケビン…１棟につき３，０００円
（利用期間限定） 
★前坂家族旅行村ログケビン…１棟につき２，０００
円（利用期間限定） 
★ホテルフレアール和泉コテージ…食事付の場合
１人につき３，０００円、食事なしの場合１棟につき 
３，０００円 
●問合先　企画課企画係（☎３８－５８０２）まで。 

　岩倉市では、福井県大野市和泉地区の施設（表）に宿泊する場合、費用の
一部を補助する「市民山の家助成事業」を行っています。 
　九頭竜国民休養地周辺は、「森林浴の森１００選」、「水源の森１００選」に
も選ばれ雄大な自然を満喫いただけます。 
　暑いこの季節、避暑をかねて森林浴に出かけてみてはいかがですか。 

※宿泊の予約は、直接、各施設へお問い合わせください。 
　繁忙期や土・日曜日、休日の前日は料金が割り増しになる施設等もあります。 

国民宿舎 
パークホテル九頭竜 

民　宿　等 住　所 電　話 料　金（１泊２食料金を含む） 収容人数 

施　設　名 施設規模 所在地 利 用 期 間  備考 料金（１泊１棟） 電　話 

天狗岩 
ファミリ－パ－ク 

和泉前坂 
家族旅行村 

九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 
コテージ 

５～１０月 

４月下旬～９月下旬 

自炊 

〃 

１年中（冬季は雪に 
より利用できない場 
合もあります） 

４人用 
１２,０００円 

４人用 
６,０００円 

４人用 
１６,８００円 

ファミリ－ 
ケビン９棟 

ログケビン 
２０棟 

コテージ 
１０棟 

大野市 
後野 

朝日 
前坂 

下山 〃 

九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 

　　〃 
（コテージ） 

プチホテル 
ＰａＰａＭａＭａ 

民宿林家 

中学生以上７,０３５円～、小学生６,５１０ 円～、 
３歳以上の幼児１,６８０円（食事なし）～ 

大人８,４００円～ 

大人９,４５０円～ 

大人（小学４年生以上）７,３５０円～ 
子ども（小学３年生以下）６,３００円～ 
ただし、１泊朝食の料金 

大人（中学生以上）６,５００円～ 
小学生６,０００円～ 

大野市 
角野１４-３ 

下山 
６３-２-２４ 

〃 〃 

朝日 
２６-２９-１ 

朝日 
３５-３-５ 

０７７９- 
７８-２３２６ 

０７７９- 
７８-２２６６ 

０７７９- 
７８-２２４８ 

０７７９- 
７８-２５３６ 

０７７９- 
７８-２５３６ 

０７７９- 
７８-２２２６ 

０７７９- 
７８-２１６３ 

４０人 

６０人 

１００人 

２０人 

３５人 

（１０棟） 

▲荒島岳のまぼろしの滝 

出かけてみませんか

避暑や森林浴に
出かけてみませんか

避暑や森林浴に



平成１８年９月３０日まで 

２割 
平成１８年１０月１日から 

３割 

平成１８年９月３０日まで 平成１８年１０月１日から 

●自己負担限度額（月額） 

一定以上 
所得者 

外来 
（個人単位） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

４０，２００円 

一般 １２，０００円 ４０，２００円 

低所得Ⅱ 
８，０００円 

２４，６００円 

低所得Ⅰ １５，０００円 

●自己負担限度額（月額） 

７２，３００円＋医
療費が３６１，５００
円を超えた場合
は、その超えた
分の１％を加算 
（４回目以降の
場合４０，２００円） 

一定以上 
所得者 

外来 
（個人単位） 

外来＋入院 
（世帯単位） 

４４，４００円 

一般 １２，０００円 ４４，４００円 

低所得Ⅱ 
８，０００円 

２４，６００円 

低所得Ⅰ １５，０００円 

８０，１００円＋医
療費が２６７，０００
円を超えた場合
は、その超えた
分の１％を加算 
（４回目以降の
場合４４，４００円） 
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高
齢
者
の
医
療
制
度
が
変
 

わ
り
ま
す
 

      一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
の
自

己
負
担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
 

　
７０
歳
以
上
ま
た
は
、
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
る
人
の
う
ち
一
定
以
上
所
得
が
あ

る
人
は
、
医
療
機
関
に
支
払
う
自
己
負
担

割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

高
額
療
養
費
（
高
額
医
療
費
）
の

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
 

　
同
じ
人
が
同
じ
月
内
に
、
医
療
機
関
に

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
の
合
計
が
高
額
に

な
っ
た
場
合
、
申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
る

と
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
分
は
高

額
療
養
費
（
高
額
医
療
費
）
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

　
７０
歳
以
上
ま
た
は
、
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
る
人
は
左
表
の
よ
う
に
一
部
引
き

上
げ
ら
れ
ま
す
。
 

７０
歳
以
上
ま
た
は
老
人
保
健
で
医

療
を
受
け
る
人
の
所
得
判
定
基
準
 

（
平
成
１８
年
８
月
か
ら
）
 

　
所
得
に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
な
ど
が

異
な
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
定
以
上
所

得
者
（
現
役
並
み
所
得
者
）
お
よ
び
低
所

得
Ⅰ
の
判
定
基
準
が
変
わ
り
ま
し
た
。
 

●
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人
　
同
一
世

帯
に
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
７０

歳
以
上
の
人
ま
た
は
、
老
人
保
健
で
医
療

を
受
け
る
人
が
い
る
人
（
７０
歳
以
上
の
人

と
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
人
の
収
入

の
合
計
が
、
２
人
以
上
の
場
合
は
５
２
０

万
円
未
満
、
１
人
の
場
合
は
３
８
３
万
円

未
満
で
あ
る
と
申
請
し
た
場
合
は
、「
一

般
」
の
区
分
と
同
様
に
１
割
の
負
担
と
な

り
ま
す
）
 

●
低
所
得
Ⅱ
　
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ

び
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の
人
 

●
低
所
得
Ⅰ
　
同
一
世
帯
の
世
帯
主
お
よ

び
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
そ

の
世
帯
の
各
所
得
が
必
要
経
費
・
控
除

（
年
金
の
所
得
は
控
除
額
を
８０
万
円
と
し

て
計
算
）
を
差
し
引
い
た
と
き
に
０
円
と

な
る
人
 

　
低
所
得
Ⅰ
・
Ⅱ
の
人
は
、
入
院
時
に
自

己
負
担
限
度
額
・
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま

す
の
で
、
担
当
窓
口
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
現
在
お
持
ち
の
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
限
度
額
認
定
証
の
有
効
期
間
は
平
成

１８
年
７
月
３１
日
ま
で
で
す
。
有
効
期
間
終

了
後
に
再
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）
。
 

所
得
区
分
が
上
が
る
人
に
は
経
過

措
置
が
あ
り
ま
す
 

（
平
成
１８
年
８
月
か
ら
２
年
間
）
 

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
・
老
年
者
控

除
の
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
 

　
公
的
年
金
等
控
除
の
見
直
し
と
老
年
者

控
除
の
廃
止
に
よ
り
、
一
定
以
上
の
所
得

に
な
っ
た
人
は
、
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
２
１
３
万
円
未
満
、
ま
た
は
高
齢
者

の
複
数
世
帯
で
年
収
５
２
０
万
円
以
上
６

２
１
万
円
未
満
、
高
齢
者
の
単
身
世
帯
で

３
８
３
万
円
以
上
４
８
４
万
円
未
満
の
場

合
は
、
申
請
す
る
と
医
療
費
が
高
額
に
な

っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
に
つ
い
て
、

「
一
定
以
上
所
得
者
」
で
は
な
く
「
一

般
」
の
限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
 

住
民
税
非
課
税
措
置
廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
 

　
老
年
者
の
住
民
税
非
課
税
措
置
廃
止
に

よ
り
、
低
所
得
世
帯
の
世
帯
員
の
う
ち
一

部
が
課
税
者
に
な
っ
た
が
、
非
課
税
の
ま

ま
の
人
が
い
る
場
合
は
、
申
請
す
る
と
非

課
税
の
人
に
つ
い
て
は
医
療
費
が
高
額
に

な
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
限
度
額
お
よ
び

食
事
の
標
準
負
担
額
は
「
低
所
得
Ⅱ
」
の

限
度
額
を
適
用
し
ま
す
。
 

　
「
低
所
得
Ⅱ
」
の
人
の
う
ち
老
齢
福
祉

年
金
受
給
者
は
「
低
所
得
Ⅰ
」
を
適
用
し

ま
す
。
 

●
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医
療
係

（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

一定以上所得者の自己負担割合 



乳幼児医療 

制度名 対象者 助成内容など 

障害者医療 

母子家庭等医療 

福祉給付金 

注１）　母子（父子）家庭の母（父）とは 
　　１　配偶者と死別して現に婚姻していない人 
　　２　離婚して現に婚姻していない人 
　　３　配偶者の生死が１年以上明らかでない人 
　　４　配偶者から１年以上遺棄されている人 
　　５　配偶者が精神または、身体の障害により長期にわたって労働能力を失っているため、その扶養を受ける 
　　　　ことができない人 
　　６　配偶者が法令により、１年以上拘禁されているため、その扶養を受けることができない人 
　　７　婚姻によらないで母または、父となり、現に婚姻していない人 
※　入院時の食事代、差額室料などは対象になりません。 
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福
祉
医
療
制
度
を
お
知
ら
せ
 

し
ま
す
 

      　
市
内
に
お
住
ま
い
か
居
住
地
特
例
の
対

象
と
な
り
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

を
対
象
に
下
表
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い

ま
す
。
 

　
申
請
の
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
市

民
窓
口
課
保
険
医
療
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

★
居
住
地
特
例
…
病
院
へ
の
入
院
な
ど
に

よ
り
市
外
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら

れ
る
人
を
市
内
居
住
者
と
同
じ
よ
う
に
取

り
扱
う
こ
と
 

●
申
請
・
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険
医

療
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
）
ま
で
。
 

・小学校入学前の子ども 
※４歳～小学校入学前は、障害者医療、母子家庭等
　医療の助成対象でない場合に限ります。 

保険診療の自己負担額 
・平成１８年４月１日から４歳～小学校
入学前の第１子の通院も助成してい
ます。 

・身体障害者手帳１～３級 
　　　　〃　　　４級（腎臓機能障害） 
　　　　〃　　　４～６級（進行性筋萎縮症） 
・知能指数が５０以下の知的障害者 
・自閉症状群と診断された人（高機能自閉症、アス
　ペルガー症候群を含む） 
※老人保健法による医療受給者は除く 

 
 
 
保険診療の自己負担額 

・障害者自立支援法第５８条第１項の自立支援医療
　（精神通院）を受けている人 

その精神通院治療に係る保険診療の自
己負担額 

・老人保健法による医療受給者、老人医療受給者で
　一部負担金の支払いが困難と認められる人 

医療機関で支払った一部負担金のうち
自己負担限度額までを助成 

・精神保健及び精神障害者福祉に関する法律第５条
　の規定による精神障害者と診断され入院した人 
※アルコール依存症など病名により助成が受けられ
　ない場合があります 

 
その入院治療に係る保険診療の自己負
担額の２分の１ 
 

・１８歳以下の子を扶養している母子家庭の母、父
子家庭の父（注１） 
・母子（父子）家庭の母（父）に扶養されている１８
歳以下の子 
・父母のいない１８歳以下の子（１８歳に達した日
の属する年度の末日まで、老人保健法による医療
受給者は除く） 

 
 
 
保険診療の自己負担額 
※所得制限があります。 

身体障害者、知的障害者、戦傷病者やひとり暮らし、寝たきり、認知症と認められる住民税
非課税世帯の人など 

いしゅく 
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平
成
１８
年
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
 

「
郷
土
の
英
雄
山
内
一
豊
の
 

生
涯
」
原
画
展
を
開
催
 

し
ま
す
 

市役所生涯学習課・公民館・総合体育文化センターにある応募用紙に必要事項を記入して提
出してください（申し込みには、保護者の同意が必要です）。 
生涯学習課文化振興係（郵送可、〒４８２－８６８６（住所不要）） 
９月１日（金） 
 
 
 
９月１０日（日）（詳細は応募の際にお知らせします）消防署 
★単科クラス…簡単な音感テスト、面接 
★合奏クラス…実技テスト（自分の得意な曲を１ 
　　　　　　　曲演奏）、面接 
楽譜・楽器（合奏クラスのみ） 
 
 
単科クラス、合奏クラスとも原則日曜日（月２回およ 
び集中練習） 
消防署 
セントラル愛知交響楽団 
★団費…月額２，０００円　★保険料…年額５００円　★保護者会費…６か月３，７５０円 
生涯学習課文化振興係（☎３８－５８１９）まで。 

●応 募 方 法 
 
●応　募　先 
●応 募 締 切 
 
オーディション 
 
●とき・ところ 
●内　　　容 
 
 
●持　ち　物 
 
練習 
●練　習　日 
 
●練 習 会 場 
●指　　　導 
●費　　　用 
●問　合　先 

※オーディションは、保護者（または近親者）同伴でご出席ください。 

岩倉市ジュニアオーケストラの新団員を募集します

●募集パート 
・弦 楽 器…バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバス 
・木管楽器…フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット 
・金管楽器…トランペット、ホルン、トロンボーン 
・打 楽 器…パーカッション 
●募集人数　各パートとも数人 
●条件 
・市内にお住まいの小学３～中学３年生の初心者 
※希望により楽器を貸し出します。 

●募集パート 
・弦 楽 器…バイオリン、ビオラ、チェロ、コントラバス 
・木管楽器…フルート、オーボエ、クラリネット、ファゴット 
・金管楽器…トランペット、ホルン、トロンボーン 
・打 楽 器…パーカッション 
●募集人数　各パートとも数人 
●条件 
・小学４年生～大学４年生経験者 
・自分で楽器を持っており、チューニングと中級程度 
  の曲が演奏できる人 

①単科（初心者）クラス ②合奏（経験者）クラス 

　平成１３年に岩倉市ジュニアオーケストラが設立され、今年で６年目を迎えます。 
　現在の団員数は５７人。セントラル愛知交響楽団の指導の下、団員は、９月の定期演奏会
などさまざまな演奏会に向けて練習に励んでいます。今回、楽団をより充実させるため、団
員を募集します。 

       
現
在
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
大
河

ド
ラ
マ
で
は
、

岩
倉
出
身
の

戦
国
武
将
山

内
一
豊
の
出

世
物
語
「
功

名
が
辻
」
が

放
映
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

 
岩
倉
市
で
は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
「
郷

土
の
英
雄
山
内
一
豊
の
生
涯
」
を
テ
ー
マ

に
平
成
１８
年
の
ま
ち
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ

ー
を
作
成
し
て
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
配
り

し
ま
し
た
。
岩
倉
市
在
住
の
絵
本
作
家
正

高
素
子
さ
ん
が
描
い
た
こ
の
カ
レ
ン
ダ
ー

の
原
画
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
８
月
１７
日
（木）
〜
２７
日
（日）
（
１７

日
は
午
前
９
時
〜
、
２７
日
は
午
後
３
時
ま

で
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
２
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
 

●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

ま
さ
 

た
か
も
と
こ
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愛
知
県
認
知
症
介
護
支
援
電
 

話
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

ご
存
知
で
す
か
？
 

介
護
保
険
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
 

サ
ー
ビ
ス
 

      小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
と
は
 

 
介
護
保
険
制
度
の
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
で
、

「
通
い（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）」
の
サ
ー
ビ
ス

を
中
心
と
し
て
、
要
介
護
者
の
状
態
や
希

望
に
応
じ
て
、
随
時
「
訪
問
（
ホ
ー
ム
ヘ

ル
プ
）」や「
泊
ま
り（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
サ
ー
ビ
ス
 

                 

を
提
供
す
る
こ
と
で
、
要
介
護
度
が
変
化

し
て
も
、
継
続
し
て
自
宅
や
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
 

　
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
も
、
な
じ

み
の
ス
タ
ッ
フ
が
接
す
る
た
め
安
心
感
や

信
頼
関
係
が
維
持
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
要

介
護
者
の
個
々
の
状
態
に
応
じ
て
、
一
貫

性
・
連
続
性
の
あ
る
ケ
ア
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
 

●
利
用
料
金
　
介
護
費
用
は
、
「
通
い
」

「
訪
問
」
の
回
数
に
関
係
な
く
、
月
単
位

の
定
額
制
と
な
っ
て
お
り
、
要
介
護
度
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
別
表
の
利
用
者
負

担
額
の
ほ
か
に
、
食
事
代
、
お
む
つ
代

「
泊
ま
り
」
の
場
合
は
宿
泊
費
な
ど
が
別

途
必
要
で
す
。
 

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
に
利
用
登

録
し
て
い
る
間
は
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指

導
、
福
祉
用
具
貸
与
以
外
の
居
宅
サ
ー
ビ

ス
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
整
備
状
況
 

★
岩
倉
中
学
校
区
…
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
ケ
ア
岩
倉
（
八

剱
町
大
塚
２
―
１
☎
６
５
―
７
３
８
８
）
 

★
岩
倉
南
部
中
学
校
区
…
平
成
２０
年
度

ま
で
に
１
か
所
整
備
予
定
 

●
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。
 

      認
知
症
介
護
研
究
・
研
修
大
府
セ
ン
タ
ー
 

相
談
専
用
電
話
番
号
（
☎
０
５
６
２
―
４

４
―
５
７
４
６
）
 

　
愛
知
県
で
は
、
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
の
皆
さ
ん
の
悩
み
に
看
護
師

な
ど
の
資
格
を
も
ち
、
認
知
症
に
関
す
る

知
識
を
持
つ
相
談
員
が
お
応
え
し
て
い
ま

す
。
 

　
相
談
い
た
だ
い
た
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●
と
き
　
毎
週
月
・
水
曜
日
の
午
前
１０
時

〜
午
後
４
時
（
年
末
年
始
、
祝
祭
日
は
除

く
）
 

●
内
容
　
認
知
症
の
人
の
介
護
方
法
、
対

応
の
工
夫
、
悩
み
　
ほ
か
 

小規模多機能型居宅介護サービスの利用者負担額

要支援１ 

要支援２ 

経過的要介護  

要介護１ 

要介護２ 

要介護３ 

要介護４ 

要介護５ 

４，４６９円  

７，９９５円  

４，４６９円  

１１，４３０円  

１６，３２５円  

２３，２８６円  

２５，５９７円  

２８，１２０円  

要 介 護 度  利 用 者 負 担 額（ 月額 ） 

「訪問」のサービス 

「通い」のサービス 「泊まり」のサービス 

　「通い」のサービスでは支えきれない時間帯に、随時「訪問」し、在宅生活を２４時間・３６５日サ
ポートします。急に通えなくなった場合などにはスタッフが自宅を訪問し、安否を確認したり、一緒に
時間を過ごしたりするなど必要なサービスを行います。 

　デイサービスを中心にサービスを受けます。
固定された時間の枠がないため、希望に応じ
てデイサービスの時間を延長するなど、利用者
の状態に臨機応変に対応することが可能です。 

　利用者の状態や家族の希望により自宅で
過ごせない場合に、デイサービスと同じ場所で
一時的に「泊まる」こともできます。利用者のみ
ならず、介護する家族の負担を軽減します。 

利用者の自宅 

在宅生活の支援 

小規模多機能型居宅介護サービス事業所
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健 康  
講 座  

健 康  
講 座  
健 康  
講 座  

知っておきたい 
　
こ
ど
も
が
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
喉
の

奥
（
声
帯
、
喉
ぼ
と
け
の
と
こ
ろ
）
あ

た
り
が
腫
れ
て
、
犬
が
吠
え
る
よ
う
な

咳
（
犬
吠
様
咳
）
、
と
か
オ
ッ
ト
セ
イ

の
声
の
よ
う
な
咳
が
出
た
り
、
声
が
か

す
れ
た
り
、
息
を
吸
う
時
「
ゴ
ー
」
と

音
が
し
て
苦
し
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
は
仮
性
ク
ル
ー
プ
と
い
っ
て
、

予
測
が
で
き
な
い
ほ
ど
突
然
悪
化
す
る

こ
と
が
多
く
、
時
に
は

重
症
の
急
性
喉
頭
蓋
炎

を
引
き
起
こ
し
窒
息
死

す
る
こ
と
も
あ
る
怖
い

病
気
で
す
。
こ
の
た
め

早
期
の
診
断
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
 

病
気
の
原
因
…
 

　
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ
ウ

イ
ル
ス
（
と
も
に
喘
息
性
気
管
支
炎
の

原
因
と
も
な
る
）
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ

ル
ス
Ａ
・
Ｂ
型
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
で
起

こ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
中
で
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
桿
菌
Ｂ
型
で
お
こ
る
場

合
は
重
症
の
急
性
喉
頭
蓋
炎
を
起
こ
し

窒
息
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
 

　
以
下
の
場
合
は
す
ぐ
、
近
く
の
小
児

科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
 

①
咳
き
込
ん
で
嗄
声
（
声
が
れ
）
を
伴

っ
て
い
る
。
 

②
昼
間
は
軽
い
咳
で
も
夜
に
な
っ
て
咳

で
苦
し
く
て
眠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

③
咳
き
込
ん
で
息
を
吸
う
時
に
ハ
ス
キ

ー
な
声
が
す
る
。
 

治
療
法
 

　
薬
（
デ
キ
サ
メ
タ
ゾ
ン
と
エ
ピ
ネ
フ

リ
ン
）
を
蒸
気
に
し
て
吸
入
さ
せ
、
喉

の
腫
れ
を
ひ
か
せ
ま
す
。
飲
み
薬
（
抗

生
物
質
な
ど
）
も
処
方
し
ま
す
。
息
苦

し
い
時
は
、
窒
息
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
気
管
支
内
挿
菅
の
た
め
入
院
の
必

要
が
あ
り
ま
す
。
 

家
庭
で
の
対
策
 

①
室
内
の
加
湿
…
湯
気
を
た
て
る
、
加

湿
器
を
使
う
、
洗
濯
物
を
室
内
に
干
す

な
ど
い
ろ
ん
な
手
を
使
っ
て
湿
ら
せ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
 

②
水
分
の
補
給
…
咳
込
む
時
は
温
か
い

飲
み
物
を
少
し
ず
つ
何
度
も
飲
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
 

③
食
べ
物
…
息
苦
し
く
な
く
な
っ
た
ら
、

本
人
の
好
き
な
も
の
を
与
え
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
 

④
入
浴
…
息
苦
し
い
時
や
高
い
熱
の
と

き
以
外
は
か
ま
い
ま
せ
ん
。
 

次
の
よ
う
な
と
き
は
も
う
一
度
診

察
を
 

①
息
苦
し
そ
う
に
な
っ
た
時
 

②
強
い
咳
で
眠
ら
れ
な
い
時
 

③
水
分
を
あ
ま
り
飲
ま
な
く
な
っ
た
時
 

④
熱
が
４０
度
近
く
に
な
っ
た
時
 

　
病
院
か
ら
帰
っ
て
き
た
と
き
は
軽
く

な
っ
て
い
て
も
、
夜
間
ま
た
咳
が
ひ
ど

く
な
る
よ
う
で
し
た
ら
、
お
家
で
が
ま

ん
せ
ず
に
救
急
病
院
を
受
診
し
た
ほ
う

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

さ 

せ
い 

仮
性
ク
ル
ー
プ
 

岩
倉
市
医
師
会
　
永
吉
昭
一
 

な
が 

よ
し

し
ょ
う 

い
ち 

ぜ
ん
そ
く 

か
ん
き
ん 

の
ど 

こ
う
と
う
が
い 

ほ 

せ
き 

け
ん
ば
い
よ
う
せ
き 

いきいきウォーキング 
　ウォーキングを生活に取り入れ、筋力や体力を維持することで、い 
つまでも健康に過ごしましょう。 
●とき・ところ 
 
 
 
 
 
●内容　準備体操・正しい歩き方の指導・五条川沿いをウォーキング 
※動きやすい服装・靴でお越しください。 
●対象　市民 
●問合先　保健センター（☎３７－３５１１）まで。 

八剱憩いの広場 

お祭り広場（下本町） 

８月２日～１０月２５日までの毎週水曜日 
午前９時～１０時 
８月３日～１０月２６日までの毎週木曜日 
午前９時～１０時 
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男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして男女共同参画をめざして

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
等
の
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を
」 

　２１世紀を活力ある社会にするためには、
女性の活躍が不可欠です。ただし、男社会
に女性が入るのではなく、男女共同参画と
することが重要なのです。 
●問合先　生涯学習課生涯学習係（☎３８
－５８１９）まで。 

●共同参画● 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
 

　
住
宅
火
災
発
生
時
に
、
火
災
を
早
期

に
発
見
し
消
火
や
避
難
が
速
や
か
に
行

え
る
よ
う
消
防
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
正
に
よ
り
す
べ
て
の
住
宅
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
新
築
住
宅
に
つ
い
て
は
平
成
１８

年
６
月
１

日
か
ら
、

既
存
住
宅

は
、
岩
倉

市
で
は
平

成
２０
年
６

月
１
日
か

ら
適
用
さ

れ
ま
す
。
 

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
 

　
こ
の
改
正
を
口
実
に
訪
問
販
売
な
ど

で
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
強
引
に
設
置

さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

相
談
事
例
 

　
突
然
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
寝
室
に

火
災
警
報
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
か
聞

か
れ
、
「
つ
い
て
い
な
い
」
と
答
え
る

と
、
「
消
防
法
等
が
改
正
さ
れ
、
一
般

住
宅
も
寝
室
、
階
段
と
台
所
に
設
置
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
大
至
急

つ
け
な
さ
い
」
と
強
い
口
調
で
言
わ
れ
、

設
置
を
承
諾
し
て
し
ま
っ
た
。
 

そ
の
場
で
契
約
し
な
い
で
 

　
こ
の
相
談
で
は
、
悪
質
な
訪
問
販
売

業
者
が
、
既
存
住
宅
に
も
今
す
ぐ
火
災

警
報
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
よ
う
に
見
せ
か
け
て
契
約
さ
せ

よ
う
と
し
た
も
の
で
す
。
 

　
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、
大
切
な
生

命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
必
要
で
す
が
、

制
度
の
改
正
に
便
乗
し
て
法
外
な
請
求

を
す
る
な
ど
の
被
害
が
心
配
さ
れ
る
た

め
、
次
の
点
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
 

★
消
防
職
員
が
家
庭
を
訪
問
し
て
火
災

警
報
器
を
販
売
し
た
り
、
業
者
に
販
売

を
委
託
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
 

★
「
今
す
ぐ
」
「
お
宅
だ
け
」
な
ど
契

約
を
急
が
せ
る
業
者
は
注
意
が
必
要
で

す
。
 

★
火
災
警
報
器
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
購
入
で
き
ま
す
。
 

★
火
災
警
報
器
の
設
置
に
資
格
は
必
要

な
く
、
誰
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
で
す
 

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
の
対
象
品
で
す
。
「
し
ま
っ

た
！
　
解
約
し
た
い
」
と
思
っ
た
と
き

は
、
契
約
日
か
ら
８
日
以
内
に
配
達
記

録
郵
便
で
解
約
通
知
を
出
し
ま
し
ょ
う
。
 

不
審
を
感
じ
た
ら
相
談
を
 

　
不
審
を
感
じ
た
と
き
は
、
尾
張
県
民

生
活
プ
ラ
ザ
（
☎
０
５
８
６
―
７
１
―

０
９
９
０
）
ま
た
は
、
市
役
所
市
民
相

談
室
（
☎
３
８
―
５
８
２
２
）
、
火
災

警
報
器
に
関
し
て
は
消
防
署
（
☎
３
７

―
５
３
３
３
内
線
２
２
２
）
ま
で
お
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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手続き 

催し  
        ●

教
育
講
演
会
 

   
講
師
の
鈴
木
さ
ん
は
、
長
女

の
小
児
が
ん
発
病
を
機
に
、
小

児
が
ん
の
支
援
活
動
・
い
の
ち

の
授
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

 
い
の
ち
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を

テ
ー
マ
に
、「
い
の
ち
の
輝
き
」

「
家
族
の
絆
」
「
よ
き
医
療
」

「
自
分
を
変
え
る
」
「
い
き
い

き
生
き
る
」
「
い
の
ち
の
根
っ

こ
を
育
む
」
な
ど
を
発
信
し
て

い
ま
す
。
 

 
生
と
死
に
向
き
合
い
、
い
の

ち
と
は
何
か
、
い
の
ち
を
大
切

に
す
る
と
は
何
を
す
る
こ
と
か

を
、
講
演
会
参
加
者
に
自
問
自

答
し
て
も
ら
い
、
い
の
ち
を
大

切
に
す
る
こ
と
に
つ
い
て
語
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
 

 
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
２４
日
(木)
午
前
９

時
２５
分
〜
１１
時
２０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
 

▼
演
題
　
「
い
の
ち
の
授
業
」
 

▼
講
師
　
鈴
木
中
人
さ
ん
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
主
催
　
岩
倉
市
教
育
研
究
会
、

岩
倉
市
小
中
学
校
生
徒
指
導
推

進
協
議
会
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
南
小
学
校

（
☎
６
６
―
１
０
０
８
）
 

  ●
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
 

  　
み
ど
り
の
家
で
は
、
毎
月
１

回
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

い
て
い
ま
す
。
 

　
８
月
に
１０
周
年
を
迎
え
、
記

念
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の
多
か

っ
た
ジ
ャ
ズ
に
取
り
組
も
う
と
、

市
民
公
募
で
集
ま
っ
た
仲
間
た

ち
は
、
聞
く
人
も
演
奏
す
る
人

も
み
ん
な
が
楽
し
め
る
コ
ン
サ

ー
ト
に
し
た
い
と
練
習
を
重
ね

て
い
ま
す
。
 

　
入
場
は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
８
月
２０
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
出
演
者
　
ジ
ャ
ズ
を
演
奏
す

る
の
が
大
好
き
な
仲
間
た
ち
　

▼
演
奏
曲
　
「
イ
パ
ネ
マ
の

娘
」
「
お
い
し
い
水
」
「
Ａ
列

車
」
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
み
ど
り
の
家
（
☎

６
６
―
６
７
０
０
）
 

        ●
国
民
年
金
高
齢
任
意
加
入
 

  　
国
民
年
金
で
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期

間
（
原
則
２５
年
）
を
満
た
し
て

い
な
い
人
や
、
年
金
額
を
増
や

し
て
満
額
に
近
づ
け
た
い
人
は
、

６０
歳
か
ら
６５
歳
に
な
る
ま
で
の

間
、
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
ま
た
、
昭
和
４０
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
６５
歳

に
な
っ
て
も
資
格
期
間
を
満
た

し
て
い
な
い
人
は
、
７０
歳
に
な

る
ま
で
の
間
、
不
足
期
間
を
満

た
す
ま
で
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
 

　
申
し
込
み
は
、
６０
歳
を
迎
え

た
後
に
随
時
受
け
付
け
て
お
り
、

申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
た
月
か

ら
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
月
額
４
０
０
円
の

付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、

付
加
年
金
を
受
け
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
印
鑑

な
ど
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
市
民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎

３
８
―
５
８
０
７
）
 

  ●
国
民
健
康
保
険
被
保
険

　
者
証
が
９
月
１
日
か
ら

　
変
わ
り
ま
す
 

  　
現
在
、
皆
さ
ん
が
使
用
さ
れ

て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
８
月
３１
日

(木)
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
新
し
い
被
保

険
者
証
を
８
月
下
旬
に
加
入
世

帯
へ
郵
送
し
ま
す
。
新
し
い
被

保
険
者
証
の
色
は
、
一
般
被
保

険
者
証
が
藤
色
、
退
職
被
保
険

者
証
が
桃
色
に
変
わ
り
ま
す
。
 

　
古
い
被
保
険
者
証
は
有
効
期

限
経
過
後
に
細
断
処
分
す
る
か
、

市
民
窓
口
課
へ
お
届
け
く
だ
さ

い
。
な
お
、
新
し
い
被
保
険
者

証
が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
民

窓
口
課
保
険
医
療
係
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険

医
療
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  ●
国
民
健
康
保
険
税
の
納

　
付
書
を
送
付
し
ま
す
 

  　
平
成
１８
年
度
第
５
期
か
ら
第
 

す
ず 

き 

な
か 

と 
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募集  

１２
期
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険

税
の
納
付
書
を
８
月
１５
日
(火)
に

発
送
し
ま
す
。
 

　
今
回
発
送
す
る
納
付
書
は
、

前
年
所
得
金
額
等
を
基
礎
に
算

定
し
た
年
税
額
か
ら
す
で
に
お

知
ら
せ
し
た
第
１
期
か
ら
第
４

期
分
の
税
額
を
差
し
引
い
た
額

と
な
っ
て
お
り
、
第
５
期
以
降

第
１２
期
ま
で
各
納
期
ご
と
に
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

　
税
率
等
に
つ
い
て
は
税
率
表

の
と
お
り
で
す
。
 

　
国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
や

市
か
ら
の
補
助
金
と
と
も
に
国

民
健
康
保
険
を
支
え
る
重
要
な

財
源
で
す
。
皆
さ
ん
が
病
気
や

ケ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
の
医
療
費

を
は
じ
め
出
産
育
児
一
時
金
、

葬
祭
費
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。
 

　
保
険
税
の
納
期
内
納
付
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険

医
療
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

        ●
市
民
相
談
員
 

  　
岩
倉
市
で
は
、
市
役
所
市
民

相
談
室
で
相
談
業
務
に
あ
た
っ

て
い
た
だ
く
嘱
託
の
市
民
相
談

員
を
募
集
し
ま
す
。
 

　
業
務
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
身
近
な
家
庭
内

の
問
題
か
ら
、
金
銭
や
不
動
産

の
賃
借
問
題
、
交
通
事
故
な
ど

幅
広
く
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
 

▼
応
募
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
で
、
４０
歳
以
上
６４
歳
以
下
の

健
康
な
人
 

▼
採
用
人
数
　
１
人
 

▼
応
募
期
間
　
８
月
１
日
(火)
〜

２２
日
(火)
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
） 

▼
提
出
書
類
　
岩
倉
市
嘱
託
員

採
用
試
験
申
込
書
、
作
文
「
相

談
員
と
し
て
心
が
け
る
こ
と
」

（
８
０
０
字
程
度
）
 

▼
採
用
　
１０
月
１
日
予
定
 

▼
報
酬
等
　
月
額
１６
万
円
程
度

（
通
勤
手
当
、
社
会
保
障
制
度

有
）
 

▼
試
験
日
時
　
８
月
３０
日
(水)
午

後
１
時
３０
分
〜
 

▼
試
験
場
所
　
市
役
所
３
階
会

議
室
４
 

▼
試
験
内
容
　
面
接
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
企
画
課
広

報
広
聴
係
（
☎
３
８
―
５
８
０

２
）
 

  ●
初
心
者
卓
球
教
室
参
加
者
 

  　
岩
倉
市
卓
球
協
会
で
は
、
次

の
と
お
り
初
心
者
卓
球
教
室
を

開
き
ま
す
。
 

▼
と
き
　
８
月
２０
日
(日)
〜
１１
月

２６
日
(日)
毎
週
日
曜
日
午
前
９
時

〜
１０
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
体

育
館
 

▼
対
象
　
小
学
生
以
上
の
男
女
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
シ
ュ
ー

ズ
・
ラ
ケ
ッ
ト
 

▼
申
込
方
法
　
会
場
で
受
付
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会

事
務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）

ま
た
は
、
卓
球
協
会
（
八
尾
☎

３
７
―
８
９
７
０
）
 

  ●
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

　
パ
ー
ト
職
員
 

  　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

受
付
と
事
務
に
携
わ
る
人
を
募

集
し
ま
す
。
 

▼
勤
務
内
容
　
一
般
事
務
（
パ

ソ
コ
ン
の
で
き
る
人
）
、
カ
ウ

ン
タ
ー
業
務
（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
受
付
事
務
等
）
・
施
設
管
理

（
閉
館
の
作
業
を
含
む
）
・
そ

の
他
事
務
処
理
 

▼
勤
務
日
・
時
間
　
 

★
火
〜
土
曜
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
（
一
般
事
務
）
 

★
火
〜
金
曜
日
の
午
後
５
時
３０

分
〜
９
時
３０
分
 

★
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
３０
分
（
時
差

勤
務
有
り
）
 

※
い
ず
れ
も
週
２９
時
間
以
内
の

勤
務
で
す
。
 

▼
賃
金
　
一
般
１
時
間
８
２
０

円
、
大
学
生
１
時
間
７
６
０
円
 

▼
採
用
人
数
　
一
般
事
務
…
１

人
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
・
施
設

管
理
…
若
干
名
 

▼
採
用
予
定
日
　
一
般
事
務
…

１０
月
１
日
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務

・
施
設
管
理
…
随
時
 

▼
応
募
期
間
　
８
月
１
日
(火)
〜

１２
日
(土)
（
月
曜
日
は
休
館
日
）
 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
―
２
２
２
２
）
 

  ●
み
ど
り
の
家
ミ
ニ
ミ
ニ

　
コ
ン
サ
ー
ト
「
ひ
と
り

　
一
曲
ラ
イ
ブ
」
出
演
者
 

  　
１０
月
の
ミ
ニ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
「
ひ
と
り
一
曲
ラ
イ
ブ
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
も
み

ど
り
の
家
で

演
奏
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

多
数
の
皆
さ

ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２９
日
(日)
午
後
２

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ

あ
い
交
流
ホ
ー
ル
 

▼
対
象
者
　
市
内
に
お
住
ま
い

か
お
勤
め
の
個
人
ま
た
は
、
グ

ル
ー
プ
（
年
齢
、
楽
器
、
ジ
ャ

ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
（
カ
ラ
オ

ケ
は
除
く
）
）
 

▼
募
集
期
間
　
８
月
２
日
(水)
〜

３１
日
(木)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
み
ど
り
の

家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
）
 

所得割 

資産割 

均等割（１人） 

平等割（１世帯） 

課税限度額 

税率等（医療保険分） 税率等（介護保険分） 

所得割 

資産割 

均等割（１人） 

平等割（１世帯） 

課税限度額 

７．９／１００ 

５５／１００ 

２６，０００円 

２６，０００円 

５３０，０００円 

１／１００ 

５／１００ 

６，５００円 

６，０００円 

７０，０００円 

税率表 

や
　
お 
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１０日（火）・１６日（月）・ 
１７日（火）・２３日（月）・ 
２４日（火）・３０日（月）・ 
３１日（火） 
６日（月）・７日（火）・ 
１３日（月）・１４日（火）・ 
２０日（月）・２１日（火）・ 
２７日（月）・２８日（火） 
４日（月）・５日（火）・ 
１１日（月） 

１０月 

１１月 

１２月 ４日（月）・５日（火）・ 
１１日（月）・１２日（火） １２月 

１１日（水）・１２日（木）・ 
１８日（水）・１９日（木）・ 
２５日（水）・２６日（木） 
１日（水）・２日（木）・ 
８日（水）・９日（木）・ 
１５日（水）・１６日（木）・ 
２２日（水）・２９日（水）・ 
３０日（木） 
６日（水）・７日（木）・ 
１３日（水） 

１０月 

１１月 

１２月 

１８日（水）・１９日（木）・ 
２５日（水）・２６日（木） 
１日（水）・２日（木）・ 
８日（水）・９日（木）・ 
１５日（水）・１６日（木）・ 
２２日（水）・２９日（水）・ 
３０日（木） 
６日（水）・７日（木）・ 
１３日（水）・１４日（木） 
２１日（木） 

１０月 

１１月 

１２月 

１６日（月）・１７日（火）・ 
２３日（月）・２４日（火）・ 
３０日（月）・３１日（火） 

６日（月）・７日（火）・ 
１３日（月）・１４日（火）・ 
２０日（月）・２１日（火）・ 
２７日（月）・２８日（火） 

１０月 

１１月 

１日（金）・２日（土）・ 
８日（金） １２月 

６日（金）・７日（土）・ 
１３日（金）・１４日（土）・ 
２０日（金）・２１日（土）・ 
２７日（金）・２８日（土） 
４日（土）・１０日（金）・ 
１１日（土）・１７日（金）・ 
１８日（土）・２４日（金）・ 
２５日（土） 

１０月 

１１月 

３日（火）・１０日（火）・ 
１６日（月）・１７日（火）・ 
２３日（月）・２４日（火）・ 
３０日（月）・３１日（火） 
６日（月）・７日（火）・ 
１３日（月）・１４日（火）・ 
２０日（月）・２１日（火）・ 
２７日（月）・２８日（火） 

４日（月）・５日（火） 

１０月 

１１月 

１２月 

４日（水）・５日（木）・ 
１１日（水）・１２日（木）・ 
１８日（水）・１９日（木）・ 
２５日（水）・２６日（木） 
１日（水）・２日（木）・ 
８日（水）・９日（木）・ 
１５日（水）・１６日（木）・ 
２２日（水）・２９日（水）・ 
３０日（木） 
６日（水） 

１０月 

１１月 

１２月 

Ｂ班（パソコン講習） Ｂ班（経理事務講習） Ｃ班（医療事務講習） 

Ａ班（パソコン講習） Ａ班（経理事務講習） Ｂ班（医療事務講習） 

Ａ班（医療事務講習） 

  　
８
月
１
日
は
「
水
の
日
」
で
す
 

●
「
水
資
源
開
発
施
設
親

　
子
見
学
会
」
参
加
者
 

  　
愛
知
県
で
は
、
あ
い
ち
の
水

資
源
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
と
共
催
で
、
小
学
校
高

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
徳
山

ダ
ム
と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
見

学
す
る
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
県
内
の
小
学
校
４

〜
６
年
生
の
児
童
と
保
護
者
 

▼
募
集
人
数
　
２０
組
計
４０
人（
抽

選
）
 

▼
開
催
日
　
８
月
２０
日
(日)
 

▼
集
合
場
所
　
愛
知
県
庁
 

▼
集
合
時
間
　
午
前
９
時
１０
分
 

▼
行
先
　
徳
山
ダ
ム
、
西
美
濃

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
岐
阜
県
揖

斐
川
町
）
 

▼
参
加
費
　
無
料
 

▼
応
募
方
法
　
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

に
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

学
年
、
連
絡
先
等
を
記
入
 

▼
締
切
り
　
７
月
２４
日
(月)
〜
８

月
１１
日
(金)
（
必
着
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
地

域
振
興
部
土
地
水
資
源
課
「
親

子
見
学
会
」
係
（
☎
０
５
２
―

９
５
４
―
６
１
１
７
 
０
５
２

―
９
６
１
―
３
２
９
３
、
電
子

メ
ー
ルto

c
h
im
izu
@
p
re
f. 

a
ic
h
i.lg
.jp

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.jp

/to
c
h
im
izu
/

）
 

  ●
母
子
家
庭
等
就
業
支
援

　
講
演
会
（
パ
ソ
コ
ン
・

　
医
療
事
務
・
経
理
事
務
）

　
受
講
生
 

  　
財
団
法
人
愛
知
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
で
は
、
母
子
家
庭

の
母
等
が
就
職
に
結
び
つ
く
可

能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
会
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

▼
応
募
資
格
　
愛
知
県
内
に
お

住
ま
い
の
母
子
家
庭
の
母
お
よ

び
寡
婦
で
、
全
日
程
出
席
で
き

る
人
 

▼
募
集
講
座
・
日
程
　
表
の
と

お
り
 

※
講
習
時
間
は
、
い
ず
れ
の
講

習
も
午
前
１０
時
３０
分
か
ら
午
後

３
時
１０
分
。
 

▼
申
込
方
法
　
受
講
申
込
書
を

市
役
所
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
定
員
　
各
講
習
と
も
に
２０
人

で
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

選
で
決
定
し
ま
す
。
 

▼
受
講
料
　
原
則
と
し
て
無
料

（
交
通
費
は
、
自
己
負
担
）
 

▼
募
集
期
間
　
８
月
１
日
(火)
〜

２２
日
(火)
 

▼
講
習
会
場
　
 

★
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
名
古
屋
）

…
名
古
屋
情
報
メ
デ
ィ
ア
専
門

学
校
栄
サ
テ
ラ
イ
ト
教
室
（
名

古
屋
市
栄
４
―
１５
―
１４
☎
０
５

２
―
２
６
３
―
９
５
０
０
）
 

★
医
療
事
務
講
習
（
名
古
屋
）

…
国
際
医
療
管
理
専
門
学
校
名

古
屋
校
（
名
古
屋
市
中
村
区
名

駅
南
２
―
２
―
２６
☎
０
５
２
―

５
６
３
―
５
３
１
１
）
 

※
日
商
簿
記
３
級
程
度
・
税
務

会
計
・
パ
ソ
コ
ン
を
学
び
ま
す
。
 

★
経
理
事
務
講
習
（
名
古
屋
）

…
名
古
屋
経
営
会
計
専
門
学
校

５
号
館
（
名
古
屋
市
千
種
区
池

下
１
―
１
―
４
☎
０
５
２
―
７

６
３
―
７
０
９
１
）
 

▼
受
講
通
知
　
受
講
で
き
る
か

否
か
の
結
果
は
、
申
込
者
全
員

に
通
知
し
ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
財
団
法
人
愛
知
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０

５
２
―
９
１
５
―
８
８
６
２
）
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〜
地
域
と
つ
な
ぐ
架
け
橋
に
〜
 

●
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン

　
テ
ィ
ア
養
成
講
座
 

  　
心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
。
心
の
健
康
問

題
に
つ
い
て
考
え
、
「
こ
こ
ろ

病
む
人
」
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援

す
る
た
め
に
、
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
を
次

の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
江
南
保
健
所
（
江

南
市
布
袋
下
山
町
西
８０
）
 

▼
対
象
者
　
心
の
健
康
や
「
こ

こ
ろ
病
む
人
」
の
問
題
に
関
心

が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
興
味
の
あ
る
人
 

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）
　
 

▼
受
講
料
　
無
料
 

▼
申
込
受
付
　
８
月
１
日
(火)
〜
 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地
域

保
健
課
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

講座  
教室  

「ボランティアをし 
てみよう」 

「しらゆり作業所の 
取り組み」 

江南市社会福祉協議会 
福祉活動専門員 

伊藤　光洋 

８月２９日（火） 
午後１時３０分～ 
　　　３時３０分 

「心の病について」 愛知県精神保健福祉セン 
ター所長 

大重　　三郎 

９月５日（火） 
午後１時３０分～ 
　　　３時３０分 

「地域で生活を支え 
るとは」 

尾張北部地域生活支援セ 
ンター精神保健福祉士 

渡辺　久佳 
９月１２日（火） 
午後１時３０分～ 
　　　３時３０分 

「ボランティアグル 
ープくれよんの活動」 

グループミーティング 

くれよん代表 

桜井　ふじ美 

江南市社会福祉協議会 
福祉活動専門員 
伊藤　光洋 
保健所職員 

９月２６日（火） 
午後１時３０分～ 
　　　３時３０分 

とき 

種目 とき 予備日 ところ 対象 申込期日 参加費 

内容 講師 

い とう　　みつひろ 

おおしげ　　らいさぶろう 

さくらい　　　　　　 み 

しらゆり作業所所長 

福田　秀人 
ふく  だ　　 ひで  と 

わたなべ　　ひさ  か 

　岩倉市教育委員会では第３０回市民球技大会を開催します。 
　皆さんの参加をお待ちしています。 
　とき・種目等　表のとおり 
　参加資格　市内にお住まいかお勤めの人（学生・生徒の人は参加できません） 
　試合方法　各競技種目のルールに従って行います。 
　そ の 他　選手の競技中に起きた傷害は応急処置をしますが、参加される人はあらかじめスポーツ安全
　　　　　　保険または、これに類する保険に加入してください。 
　申込・問合先　スポーツ課（総合体育文化センター内☎６６―２２２２） 

市民球技大会参加者を募集します 

軟式野球 

ソフトテニス 

卓球

 

 

ソフトボール 

バドミントン 

バレーボール 

テニス 

サッカー 

９月中旬～ 

９月１７日（日） 

９月１７日（日） 
 

９月１０日（日）～ 

９月１７日（日） 

９月１０日（日） 

１０月１５日（日） 

９月中旬～ 

― 

９月２４日（日） 

― 
 

― 

― 

― 

１０月２２日（日） 

― 

西小スポーツ広場 

野寄テニスコート 

総合体育文化センター

 

 

中央公園 

総合体育文化センター 

総合体育文化センター 

野寄テニスコート 

石仏スポーツ広場 

一般男子 

一般男子 
一般女子 

１チーム 
５，０００円 

１人 
３００円 

１人 
３００円 

１チーム 
５，０００円 

１人 
５００円 

１チーム 
２，０００円 

１チーム（２人） 
８００円 

１チーム 
５，０００円 

一般男子年齢別 
一般女子年齢別 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 
一般女子 

男子・女子 
ダブルス 

一般男子 

８月３１日（木） 

９月１０日（日） 

９月３日（日） 
 

８月２０日（日） 

９月１０日（日） 

８月２７日（日） 

９月３０日（土） 

８月２０日（日） 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 
▲
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一 宮 社 会 保 険 事 務 所  

ス
ー
パ
ー
 

産
業
 

　
体
育
館
 

末広２ 

名
鉄
 

公園 公園 
裁判所前 

裁判所 豊
島
図
書
館
南
 

J
R

一宮社会保険事務所 

本町 

音羽１ 

真清田神社 

松降 
一宮市役所 一宮市役所 

国道１５５号線 国道１５５号線 

一
宮
駅
 

相 談 
その他 

休日開庁日 

時間延長日 

休日開庁日 

１２日（土） 

９日（土） 

７日（月）、１４日（月）、 
２１日（月）、２８日（月） 

４日（月）、１１日（月）、 
１９日（火）、２５日（月） 時間延長日 

８月 

９月 

  
●
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

　
養
成
講
座
 

  　
視
覚
障
害
者
へ
の
情
報
伝
達

手
段
の
ひ
と
つ
「
点
訳
」
を
基

礎
か
ら
学
び
ま
す
。
 

▼
と
き
　
９
月
１
日
(金)
〜
１０
月

６
日
(金)
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
（
全
６
回
）
 

▼
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
 

▼
講
師
　
名
古
屋
盲
人
情
報
文

化
セ
ン
タ
ー
派
遣
講
師
 

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
）
 

▼
受
講
料
　
６
３
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
社
会
福
祉

協
議
会
（
☎
３
７
―
３
１
３
５

　
３
８
―
０
０
３
９
）
 

  ●
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の

　
た
め
の
栄
養
教
室
 

  　
骨
も
皮
膚
な
ど
の
組
織
と
同

じ
よ
う
に
、
つ
ね
に
新
陳
代
謝

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
。
骨
粗
し
ょ
う
症
は

さ
ま
ざ
ま
な
原
因
か
ら
骨
吸
収

と
骨
形
成
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

骨
量
が
減
る
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。
 

　
現
在
、
日
本
で
は
１
千
万
人

以
上
の
人
が
骨
粗
し
ょ
う
症
で

あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
食
事
を
中

心
と
す
る
生
活
習
慣
の
改
善
に

よ
っ
て
予
防
で
き
ま
す
。
　
 

　
あ
な
た
も
骨
を
守
る
食
生
活

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
８
月
２５
日
(金)
午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
零
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
栄
養
指
導
室
 

▼
内
容
　
話
「
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
の
た
め
の
食
生
活
」
、
調

理
実
習
 

▼
対
象
　
骨
粗
し
ょ
う
症
の
人
、

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
に
関
心
の

あ
る
人
　
　
　
 

▼
定
員
　
２５
人
（
先
着
順
）
 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
 

▼
申
込
方
法
　
８
月
２
日
(水)
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
（
電
話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
―
３
５
１
１
）
 

  
〜
育
児
休
業
後
の
職
場
復
帰

を
応
援
し
ま
す
〜
　
 

●
育
児
休
業
看
護
職
員
復

　
帰
研
修
 

  　
看
護
職
の
人
が
育
児
休
業
後

職
場
に
復
帰
す
る
場
合
、
最
近

の
医
療
・
看
護
の
動
向
や
看
護

の
知
識
・
技
術
に
対
す
る
不
安
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に
対
す

る
不
安
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
不
安
を
解
消
し
、
安

心
し
て
仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
研
修
を
実
施
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
第
１
回
…
９
月
７
日

(木)
・
８
日
(金)
、
第
２
回
…
平
成

１９
年
３
月
８
日
(木)
・
９
日
(金) 
 

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
３０
分
〜

午
後
４
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
愛
知
県
看
護
研
修

セ
ン
タ
ー
（
総
合
看
護
専
門
学

校
内
）
 

▼
定
員
　
各
回
２０
人
程
度
 

▼
内
容
　
医
療
・
看
護
の
動
向
、

医
療
安
全
対
策
、
科
学
的
根
拠

に
も
と
づ
い
た
看
護
技
術
、
子

育
て
支
援
 

▼
対
象
者
　
医
療
機
関
の
看
護

職
員
で
育
児
休
業
中
の
人
 

▼
費
用
　
２
千
円
 

▼
申
込
期
限
　
第
１
回
…
８
月

１７
日
(木)
、
第
２
回
…
平
成
１９
年

２
月
１５
日
(木)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
看

護
研
修
セ
ン
タ
ー
（
名
古
屋
市

昭
和
区
滝
川
町
３６
☎
０
５
２
―

８
３
２
―
８
６
０
７
）
 

  

        ●
一
宮
社
会
保
険
事
務
所

　
の
年
金
相
談
業
務
が
時

　
間
延
長
、
休
日
開
庁
さ

　
れ
ま
す
 

  　
一
宮
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

平
日
の
昼
間
に
は
相
談
が
で
き

な
い
人
の
た
め
に
年
金
の
相
談

業
務
を
時
間
延
長
、
休
日
開
庁

し
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
時
間
延
長
は
毎
週
月

曜
日
午
後
７
時
ま
で
（
祝
日
、

振
替
休
日
の
場
合
は
翌
日
）
、

休
日
開
庁
は
毎
月
第
２
土
曜
日

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
４
時
 

　
８
月
・
９
月
の
日
程
は
表
の

と
お
り
で
す
。
 

▼
と
こ
ろ
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
一
宮
市
新
生
４
―
７
―

１３
）
 

▼
持
ち
物
　
相
談
に
つ
い
て
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
、
年
金
証
書
、

印
鑑
、
代
理
の
人
が
お
越
し
の

と
き
に
は
委
任
状
。
手
続
き
の

と
き
は
、
事
前
に
電
話
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
一
宮
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
０
５
８
６
―
４
５
―

１
４
１
１
）
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　岩倉市柔道スポーツ少年団出身で岐阜県の鶯谷高等学校

柔道部に所属する上垣内里奈さん（東新町）、大石智恵さ

ん（東新町）の２人が、大阪府堺市で８月８日（火）から

１２日（土）まで開催される第５５回全国高等学校総合体

育大会柔道競技に、同じく岩倉市柔道スポーツ少年団出身

で星城高等学校レスリング部に所属する深石譲さん（中本

町）、深石昇さん（中本町）、丹羽良太さん（大市場町）、

浅田真司さん（大市場町）が東京都の駒沢オリンピック公

園総合運動場体育館で８月１７日（木）から１９日（土）

まで開催される第２２回全国高校生グレコローマン選手権

大会にそれぞれ出場します。 

　各選手の健闘をお祈りします。 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだのない消費生活のために不用品データバンクをご活用ください。 
　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていただきます。 
登録物品（７月１日現在） 
　譲ります（有償）　サイドボード、セニアカー、ベビーベッド、チャイルドシート 
　あげます（無償）　介護ベッド、歩行器、布オムツ成形タイプ、自転車（男児用）、自転車（女児用）、子ども服（男児用）、ベビー

ベッド（布団付） 
　求めます　　　　　チャイルドゲート、チャイルドシート、北小学校通学帽・体操服（女児用）、ベビーゲート、ベビーベッド、岩倉

幼稚園制服（女児用）、コンパクトミシン、Ｂ型ベビーカー、女児用服（新生児～２歳） 
※登録物品は岩倉市ホームページ（http://www.city.iwakura.aichi.jp/）でもご覧いただけます。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

かみがいと り  な  おおいしとも え 

ふかいしゆずる 

にわりょうた  

あさ だ しん じ 

ふかいしのぼる 

スポーツ少年団出身選手が 
インターハイ・全国大会へ！ 

★不用品データバンク★ 

  ●
中
小
企
業
退
職
金
共
済

　
制
度
 

  　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

（
中
退
共
制
度
）
は
、
中
小
企

業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
に
設

け
ら
れ
た
、
中
小
企
業
の
た
め

の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
中

退
共
制
度
を
ご
利
用
に
な
れ
ば
、

安
全
・
確
実
・
有
利
な
退
職
金

制
度
が
手
軽
に
作
れ
ま
す
。
 

制
度
の
特
色
 

▼
適
格
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す
 

★
適
格
年
金
資
産
を
全
額
移
換

で
き
ま
す
。
 

▼
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し

ま
す
 

★
中
退
共
制
度
に
新
し
く
加
入

す
る
事
業
主
に
、
掛
金
月
額
の

２
分
の
１
（
上
限
５
千
円
）
を

従
業
員
ご
と
に
、
加
入
後
４
か

月
目
か
ら
１
年
間
助
成
し
ま
す
。
 

★
１
万
８
千
円
以
下
の
掛
金
月

額
を
増
額
す
る
事
業
主
に
、
増

額
分
の
３
分
の
１
を
増
額
し
た

月
か
ら
１
年
間
助
成
し
ま
す
。
 

▼
掛
金
は
全
額
非
課
税
と
な
り

ま
す
 

▼
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
等
の
人
も

加
入
で
き
ま
す
 

▼
退
職
金
の
管
理
が
簡
単
で
す
 

※
こ
の
補
助
と
は
別
に
、
岩
倉

市
で
は
、
中
退
共
制
度
に
新
規

加
入
さ
れ
た
場
合
、
掛
金
１
割

分
の
補
助
を
１
年
間
行
っ
て
い

ま
す
。
 

▼
問
合
先
　
中
退
共
事
業
本
部

（
☎
０
３
―
３
４
３
６
―
０
１

５
１
）
、
岩
倉
市
の
補
助
制
度

に
つ
い
て
は
商
工
農
政
課
商
工

観
光
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  ●
養
護
学
校
体
験
入
学
 

  　
愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、

来
年
度
に
小
・
中
・
高
等
学
校

入
学
予
定
で
障
害
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
保
護
者
を

対
象
に
、
養
護
学
校
の
様
子
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験

入
学
を
行
い
ま
す
。
 

一
宮
東
養
護
学
校
（
一
宮
市
丹

羽
字
中
山
１
１
５
１
―
１
☎
０

５
８
６
―
５
１
―
５
３
１
１
）
 

▼
対
象
　
知
的
な
発
達
の
遅
れ

や
情
緒
に
障
害
の
あ
る
子
 

▼
体
験
入
学
日
　
９
月
１５
日
(金)
、

１０
月
１２
日
(木)
 

小
牧
養
護
学
校
（
小
牧
市
大
字

久
保
一
色
１
１
２
９
―
２
☎
０

５
６
８
―
７
３
―
７
６
６
１
）
 

▼
対
象
　
手
足
の
不
自
由
な
子
 

▼
体
験
入
学
日
　
９
月
１５
日
(金)
、

１０
月
１９
日
(木)
 

大
府
養
護
学
校
（
大
府
市
森
岡

町
尾
坂
田
１
―
１１
☎
０
５
６
２

―
４
８
―
５
３
１
１
）
 

▼
対
象
　
病
気
で
入
院
し
て
い

る
子
 

▼
体
験
入
学
日
　
１０
月
１３
日
(金)
、

１１
月
１７
日
(金)
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
体
験
入
学

を
希
望
さ
れ
る
学
校
へ
直
接
電

話
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
体
験
入
学
以
外
の
日

も
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
 

  ●
食
品
表
示
１
１
０
番
 

  　
平
成
１４
年
以
降
、
食
品
の
原

産
地
偽
装
表
示
等
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
法

違
反
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

　
食
品
の
品
質
表
示
の
一
層
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ん

か
ら
食
品
の
表
示
に
つ
い
て
情

報
提
供
や
問
い
合
わ
せ
を
受
け

る
た
め
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
 

食
品
表
示
１
１
０
番
 

★
農
林
水
産
省
東
海
農
政
局
表

示
・
規
格
課
（
☎
０
５
２
―
２

２
３
―
４
６
１
８
）
 

★
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消

費
技
術
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
２

―
２
２
９
―
１
０
６
３
）
 

★
愛
知
県
食
育
推
進
課
（
☎
０

５
２
―
９
５
１
―
３
８
９
３
）
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岩
倉
市
図
書
館
 

☎
３７
―
6
8
0
4

燃やしてもいいごみは水分をよく切って 
燃やしてもいいごみは水分をよく切ってから 
　燃やしてもいいごみとして出していただくのは料理くずや木
くず、リサイクルできないカーボン紙の紙くずなどです。 
　この季節はすいかなどの水分を含んだ食べ物が多くなり、燃
やしてもいいごみに含まれる水分の量が多くなります。水分が
多くなると、集積場所が汚れたり、重量が増すため収集時に収
集袋が破れたり、環境センターで燃やしにくくなったりします。
水分をよく切ってごみに出していただくようお願いします。 
 
守ろうごみ出しルール 
　ごみ出しルールが守られないと一番迷
惑されるのは集積場所付近の皆さんです。 
　ごみは①収集日の朝８時３０分までに
②決められた集積場に③指定収集袋に入
れて分別して出してください。 
　問合先　環境保全課生活環境係（清掃
事務所内☎６６―５９１２） 

▼
 

★
歴
史
に
気
候
を
読
む
 

 　
　
　
　
　
吉
野
　
正
敏
　
著
 

　
分
類
　
歴
史
・
地
理
・
地
図
 

         　
歴
史
の
陰
に
は
気
候
、
気
象

の
影
響
が
あ
っ
た
？
　
気
象
を

利
用
し
た
孫
子
や
太
公
望
の
軍

略
、
寒
冷
期
と
と
も
に
衰
退
し

た
バ
イ
キ
ン
グ
、
川
中
島
の
合

戦
と
気
象
な
ど
、
歴
史
上
の
出

来
事
に
刻
ま
れ
た
気
候
や
気
象

を
解
く
。
 

 児
童
新
着
図
書
　
 

★
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ぼ
く
の
い

ち
に
ち
　
 

 
　
　
 
な
か
や
・
み
わ
　
作
 

★
な
つ
の
か
い
じ
ゅ
う
 

　
い
し
い
・
つ
と
む
　
作
・
絵
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

  
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
交
通
事
故
 

高
め
よ
う
モ
ラ
ル
守
ろ
う
ル
ー
ル
 

●
無
理
の
な
い
夏
休
み
の

　
計
画
を
 

　
 

　
 

　
夏
休
み
は
、
帰
省
な
ど
で
自

動
車
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え

ま
す
。
ま
た
、
と
て
も
暑
い
時

期
な
の
で
、
う
っ
か
り
、
ぼ
ん

や
り
運
転
を
原
因
と
す
る
交
通

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
交
通
事
故
を
防
ぐ

に
は
、
無
理
の
な
い
運
行
計
画

を
立
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

出
発
時
間
や
ル
ー
ト
の
確
認
、

休
憩
場
所
も
忘
れ
ず
に
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

　
も
ち
ろ
ん
、
運
転
中
は
忘
れ

ず
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
、

子
ど
も
た
ち
に
も
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
を

使
っ
て
く

だ
さ
い
。
 

　
交
通
事

故
の
な
い

楽
し
い
夏

休
み
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

  ●
夏
の
安
全
な
ま
ち
づ
く

　
り
県
民
運
動
 

  　
夏
休
み
の
時
期
は
、
レ
ジ
ャ

ー
や
帰
省
等
で
家
を
留
守
に
す

る
機
会
も
多
く
「
空
き
巣
」
な

ど
の
多
発
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活

も
、
つ
い
不
規
則
に
な
り
が
ち

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
非
行
に
走

っ
た
り
、
思
わ
ぬ
事
件
や
事
故

に
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る
こ
と

が
多
く
な
る
時
期
で
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
愛
知
県
、
愛
知

県
警
察
、
愛
知
県
防
犯
協
会
連

合
会
で
は
、
「
夏
の
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
県
民
運
動
」
を
実
施

し
ま
す
。
 

　
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
で
、
空

き
巣
被
害
を
防
ぐ
に
は
地
域
の

連
帯
と
鍵
掛
け
を
心
が
け
る
こ

と
、
ひ
っ
た
く
り
防
止
の
た
め

に
車
道
側
の
腕
に
バ
ッ
ク
を
持

た
な
い
こ
と
、
地
域
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
気
く
ば
り
に
努
め
る

こ
と
な
ど
、
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

▼
期
間
　
８
月
１
日
(火)
〜
１０
日

(木)
 

▼
運
動
の
重
点
　
 

★
空
き
巣
被
害
の
防
止
 

★
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
防
止
 

★
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
事
件

・
事
故
の
防
止
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

地
域
の
力
で
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
―
０
１
１
０
） 

  ●
多
重
債
務
者
相
談
 

  　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク
レ
サ
ラ
あ

し
た
の
会
」
に
よ
る
多
重
債
務

者
の
た
め
の
生
活
再
建
相
談
所

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
相
談

に
よ
る
家
族
、
個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
毎
月
第
１
日
曜
日
　

午
後
１
時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
公
民
館
 

▼
相
談
員
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ク

レ
サ
ラ
あ
し
た
の
会
」
の
司
法

書
士
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
 

▼
主
な
相
談
内
容
　
ク
レ
ジ
ッ

ト
サ
ラ
金
問
題
解
決
、
借
入
に

頼
っ
た
生
活
の
見
直
し
、
借
入

金
の
法
的
整
理
後
の
生
活
再
建

支
援
、
ヤ
ミ
金
、
架
空
請
求
、

悪
質
商
法
 

※
予
約
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
相
談
の
際
に
は
契
約
書

等
の
借
入
の
わ
か
る
書
類
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
相
談
無
料
）
。
 

▼
問
合
先
　
ク
レ
サ
ラ
あ
し
た

の
会
（
☎
０
８
０
―
３
６
２
０

―
７
６
５
４
）
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市 民 相 談   市民相談室（☎３８－５８２２） 
 

お気軽にご相談ください 
 

▲
 

▲
 

Advice and Consultation for Foreigners 
（Iwakura International Exchange Society） 
６．Aug（Sun）．２０．Aug １３：００～１５：００ 

Consulta em Prol dos Estrangeiros 
（Associacao Internacional de Iwakura） 
６／Ago（domingo）．２０／Ago Das１３：００～１５：００hs

み な 　 な や む な  

●心の相談電話　☎３７－７８６７ 

相談場所・問合先 面接相談（予約制） 電話相談 

南部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

東部保育園内 
地域子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎ 
３８－３９１１ 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

大市場町順喜１１ 
☎ 
３８－２３８７ 

  ●
教
育
相
談
 

  　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や

家
庭
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩

み
ご
と
を
持
つ
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
毎
週
火
曜
日
午
後
１

時
〜
４
時
 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指

導
教
室
お
お
く
す
相
談
室
（
中

本
町
西
出
口
１５
番
地
１
）
 

▼
相
談
員
　
山
田
和
行
さ
ん

（
元
適
応
指
導
教
室
長
）
 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
予
約
さ
れ
た
人
が
優

先
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室

（
☎
３
８
―
０
３
０
０
）
 

  ●
子
育
て
相
談
 

 　
 

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関

す
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
育
て
で
、
心
配
な
こ
と
や

困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
人
に

話
す
こ
と
で
気
持
ち
が
楽
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
問
合
先
　

表
の
と
お
り
 

  ●
愛
知
県
の
「
労
働
相
談
」 

 　
 

　
愛
知
県
で
は
、
職
場
の
悩
み

ご
と
・
困
り
ご
と
な
ど
、
労
働

に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
 

　
費
用
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
　
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
３０
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）
 

▼
相
談
内
容
　
解
雇
、
賃
金
、

退
職
金
、
労
働
時
間
、
就
業
規

則
、
人
間
関
係
　
ほ
か
 

▼
相
談
先
　
愛
知
県
尾
張
事
務

所
産
業
労
働
課
労
働
分
室
（
一

宮
労
働
コ
ー
ナ
ー
）
（
一
宮
市

若
竹
３
―
１
―
１２
☎
０
５
８
６

―
８
１
―
６
１
０
３
）
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室
となっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の
休憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■税務相談 
８月３日（木）午後１時～４時 
■母子・寡婦就業相談 
８月４日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
「こんにちはコーナー」 
８月６日（日）、２０日（日）午後１時～３時 
 
 
 
 
 
 
 
■女性相談 
８月７日（月）、２１日（月）午後１時～３時３０分 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
８月８日（火）・２３日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け
付けます（先着順、電話可）。 
■登記相談 
８月９日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
８月１０日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
８月１１日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
８月１１日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
８月１８日（金） 
★身体障害者相談…午後１時～４時 
★戦没者遺族相談…午後１時～４時 
■年金相談 
８月２８日（月）午前１０時～午後３時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩み
は、一人でくよくよしていても、何の解決にもな
りません。経験豊かなボランティアが電話で相談
をお受けします。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 
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中
山
博
文
・
明
希
さ
ん
の
長
女
暖

椛
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
人
気
者

の
カ
ワ
イ
イ
暖
ち
ゃ
ん
。
 

　
パ
パ
と
マ
マ
は
そ
ん
な
暖
ち
ゃ
ん

が
大
好
き
♡
で
す
。
 

　
最
近
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
「
や
ん
ち
ゃ

さ
ん
」
に
な
っ
て
き
た
け
ど
元
気
が

１
番
だ
ね
。
 

　
こ
れ
か
ら
も
「
笑
顔
」
を
大
切
に

…
。
 

　
元
気
に
育
っ
て
ね
ぇ
。
 

暖
椛
ち
ゃ
ん 

は
る   

か 

な
か 

や
ま 

ひ
ろ 

ふ
み 

あ
　 

き 

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て 

　
　
　 

　
フ
ル
ー
ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

ふ
れ
あ
い
支
え
合
い

          　
「
お
は
よ
う
！
」
「
こ
ん
に
ち
は
！
」

元
気
な
仲
間
が
集
ま
っ
た
ら
、
ま
ず
は
代
 

々
受
け
継
が
れ
て
き
た
（
？
）
テ
ー
プ
の

リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
操
や
リ
ト
ミ
ッ
ク

を
し
ま
す
。
私
た
ち
は
鳥
さ
ん
や
お
馬
さ

ん
、
ど
ん
ぐ
り
さ
ん
な
ど
、
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
て
次
々
に
変
身
し
て
い
き
ま
す
。
そ

の
後
は
、
出
席
を
と
り
な
が
ら
（
親
の
ほ

う
が
）
少
し
休
憩
。
名
前
を
呼
ば
れ
た
子

ど
も
は
「
は
ー
い
っ
！
」
と
元
気
に
返
事

を
し
、
一
人
ず
つ
シ
ー
ル
を
も
ら
い
、
各

自
台
紙
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
シ
ー
ル
が
大
好
き
で
す
。
 

　
残
っ
た
時
間
は
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、

自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
遊
び
ま
す
。
新
聞

紙
、
風
船
、
運
動
会
、
ハ
ロ
ー
ウ
ィ
ン
に

ク
リ
ス
マ
ス
…
、
最
後
は
ロ
ン
ド
ン
ブ
リ

ッ
ジ
で
し
め
ま
す
。
 

　
現
在
は
月
２
回
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手
作
り
サ
ー
ク
ル
は
自
分
た
ち
で
計
画
を

立
て
、
全
員
で
役
割
分
担
し
、
協
力
し
て

い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
大
変
だ
と

感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
人
見
知
り

で
初
め
は
抱
っ
こ
抱
っ
こ
だ
っ
た
娘
も
１

年
も
す
る
と
「
今
日
は
サ
ー
ク
ル
の
日
？
」

な
ど
と
楽
し
み
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
サ
ー
ク
ル
を
通
じ
て
親
子
共
々
皆
で

成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
た
ち
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
い
ち
ご

ち
ゃ
ん
、
お
っ
と
り
屋
の
バ
ナ
ナ
君
、
い

ろ
ん
な
個
性
の
子
ど
も
が
集
ま
る
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
で
す
。
 

●
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
南
部
保
育
園
内
☎
３
８
―
３
９
１
１
）

ま
で
。
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岩倉市の直下型地震における被害予想 

 
近
藤
真
也
・
佐
登
子
さ
ん
の
長
男

幹
人
く
ん
（
１０
歳
）
、
二
男
駿
人
く

ん
（
５
歳
）
。
 

●
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
一
言
 

　
「
お
兄
ち
ゃ
ー
ん
」
と
い
つ
も
兄

思
い
の
は
や
と
く
ん
。
 

　
「
な
ん
だ
よ
ぉ
」
と
つ
っ
け
ん
ど

ん
だ
け
ど
、
弟
を
気
に
か
け
て
く
れ

る
み
き
と
く
ん
。
 

　
い
つ
も
楽
し
い
会
話
を
聞
か
せ
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
君
た
ち
の
笑

顔
が
私
た
ち
の
パ
ワ
ー
の
源
だ
よ
。
 

こ
れ
か
ら
も
兄
弟
仲
良
く
大
き
く
な

っ
て
い
っ
て
ね
。
 

駿
人
く
ん
（右） 

は
や
　
と 

幹
人
く
ん
（左） 

み
き
　
と 

今恐れられている直下型地震の発生　その時、岩倉市は？

こ
ん 

ど
う 

し
ん  

や 

さ
　
と
　
こ 

●あいち防災リーダー　　塚 原 輝 久  
つ か 　 は ら 　 て る 　 ひ さ  

　過去の直下型地震は、濃尾地震、阪神・淡路大震災等

が挙げられます。 

　濃尾地震での岩倉村被害は、家屋の９８％が何らかの

被害にあっています。 

　また、阪神・淡路大震災での被害は、全壊半壊：２４

万戸以上、全焼半焼：６千戸以上、死者：６，４３４人、

負傷者４万人以上です。 

　特に、阪神・淡路大震災では、死者の８３．７％が家

屋の倒壊等による圧死でした。自衛隊やレスキュー等に

よる救出率は１．７％。大部分の方は、家族、友人、近

所の方によって救出されています。 

　岩倉市では、平成７年１月に発生した阪神・淡路大震

災の教訓を生かし、都市型の内陸直下型地震による地震

被害の調査を平成７年に行い、岩倉市直下型地震被害想

定についてまとめました。この被害予想については、過

去に被害を受けた濃尾地震級の被害予想としました。 

　今、直下型地震が起こるかもしれません。地震に負け

ないためには、まず身の安全を守り、火災の発生を防ぐ

など冷静など判断と行動が何よりも大切です。日ごろか

ら建物の耐震対策、食料や飲料水の備蓄、各種訓練の実

施といった最低限必要な備えをしておきましょう。 

地震規模 
市内震度 

建物被害 
（全壊件数） 

火災発生 
（想定：冬夕方 
風速９ｍ／ｓ） 

 
人的被害

 
 

ライフライン復旧 

Ｍ７．９～８．０（濃尾地震級） 
震度７、震度６強、震度６弱 

４，４０１戸 
 
 
７７件（このうち、延焼４４件） 
 

死者２８９人→７０人（延焼火災阻止の場合） 
負傷者１，５８１人→２９０人（延焼火災阻止の場合） 

電気　２４時間以内 
ガス　５０日間程度 
水道　３０日程度 
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本
校
は
、
昨
年
度
、
開
校
３０
周
年
の
記
念
行

事
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。
 

  
航
空
写
真
の
撮
影
 

  
３０
周
年
を
記
念
し
て
航
空
写
真
の
撮
影
を
行

い
ま
し
た
。
図
柄
を
児
童
・
保
護
者
か
ら
募
集

し
、
五
条
川
の
鯉
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
航
空
写
真

を
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

の
航
空
写
真
を
使
っ
て
、
記
念
の
下
敷
き
も
作

り
ま
し
た
。
 

                 
観
察
池
の
造
成
 

  
校
舎
北
側
中
央
玄
関
付
近
に
、
新
た
に
観
察

池
を
造
成
し
、
児
童
ら
に
と
っ
て
よ
り
身
近
に

魚
た
ち
を
観
察
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
か
ら
い
た
だ
い
た
鯉
や
金
魚
と
と

も
に
、
「
水
辺
を
守
る
会
」
か
ら
い
た
だ
い
た

「
五
条
川
の
鯉
の
卵
」
か
ら
育
て
た
鯉
も
こ
の

観
察
池
で
元
気
よ
く
泳
い
で
い
ま
す
。
 

                  
運
動
会
の
歌
 

 
「
が
ん
ば
れ
五
条
川
っ
子
」
の
作
詞
・
作
曲
 

  
本
校
職
員
に
よ
り
新
た
に
作
詞
・
作
曲
し
、

運
動
会
を
盛
り
上
げ
る
の
に
一
役
を
担
い
ま
し

た
。
 

 

が
ん
ば
れ
五
条
川
っ
子
 

　
　
　
　
　
　
　
作
詞
　
天
野
意
安
 

　
　
　
　
　
　
　
作
曲
　
大
石
桂
子
 

 風
さ
わ
や
か
に
　
ほ
ほ
を
な
で
 

勇
む
心
に
　
血
は
た
ぎ
る
 

今
日
は
楽
し
い
　
運
動
会
 

力
の
限
り
　
走
り
ぬ
け
 

赤
勝
て
赤
の
　
勝
ち
め
ざ
せ
 

白
勝
て
白
の
　
勝
ち
め
ざ
せ
 

走
っ
て
跳
ん
で
　
声
あ
げ
る
 

五
条
川
っ
子
の
　
心
意
気
 

▲航空写真 

▲観察池への鯉の放流 

▲記念誌と学校要覧 ▲記念集会 

五条川小学校 

  
３０
周
年
記
念
誌
の
発
行
 

  
３０
年
を
ふ
り
返
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

の
お
言
葉
や
思
い
出
の
写
真
を
つ
づ
り
ま
し
た
。
 

                  
３０
周
年
記
念
集
会
の
開
催
 

  
１１
月
１９
日
に

石
黒
市
長
は
じ

め
多
く
の
ご
来

賓
を
お
招
き
し
、

記
念
集
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

児
童
主
演
の
本

校
の
活
動
報
告

と
と
も
に
、
来

賓
の
方
々
か
ら

お
祝
い
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

30周年記念行事の取り組み



広報に掲載したあなたの写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 
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　６月２９日、警官姿になった西部保育園の園児１１
人が七夕飾りを江南警察署に贈りました。これは、７
月１１日から２０日にかけて実施される夏の交通安全
県民運動を前に交通安全の意識を高めるために毎年行
われています。 
　園児たちは、江南警察署長に「信号を守ります」と
大きな声で約束し、「道路では遊びません」など交通
安全への思いを書いた短冊の付いた七夕飾りを手渡し
ました。 

　６月２５日、大相撲名古屋場所の期間中一宮市に宿
舎を置く春日山部屋の力士を招いて市内の小学生との
交流会が希望の家で開かれました。 
　この日、子どもたち約７０人は広場に砂をまいて造
った土俵の周りに集まり、春日王関の指導でしこを踏
むなど準備体操をしてから、若手力士４人とすもうを
とりました。 
　子どもたちは３、４人で束になり大きな力士に体当
たり。「ガンバレ、ガンバレ」と周りから声援を受け、
最後は子どもたち全員でぶつかっていく一幕もありま
した。その後、ちゃんこ鍋を試食し、楽しく交流を図
りました。 

はっけよーい、のこった！ 
～子どもたちと春日山部屋力士とのつどい～ 

　７月１日、五条川交通少年団の子どもたち１８人が

交通安全を呼びかける手作りの看板作りと、校区内の

高齢者の皆さんに対する交通安全の訪問啓発活動を行

いました。 

　この少年団は、五条川小学校の６年生がメンバーと

なっており、先輩たちの伝統を大切に引き継いで活動

を続けています。鮮やかな緑色の制服を身につけて交

通安全の心を広げています。 

先輩から引き継ぐ交通安全の心 
～五条川交通少年団が交通安全啓発活動～ 

交通安全への思いを短冊に込めて 
～交通安全七夕飾り寄贈～ 



NHK大河ドラマ 
「功名が辻」放映中！ 

 

古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,565人（－16人） 
            男性／24,274人（＋19人） 
            女性／24,291人（－35人） 
         世帯数／19,894世帯（－19世帯） 
        （７月１日現在、（　）内は前月１日現在との比較） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
健康チェックの日、母子健康手帳交付は毎週木曜日 
です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　q0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　q66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　q38-3119
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　休日急病診療（小川清夫　小川医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

古紙と古着の日／東新町（岩倉団地） 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

★４か月児健康診査 
野菜の広場／岩倉駅地下道 

健康相談（ふれあいセンター） 

★BCG　はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集／曽野町･稲荷町･大山寺町･大山寺元町･大山寺本町･五条町･大市場町 
古紙と古着の日／下本町･昭和町･旭町･栄町二丁目･新柳町 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集／八剱町･井上町･神野町･石仏町 
古紙と古着の日／中本町･東町･中野町･鈴井町 

★２歳児歯科健診 

★乳幼児健康相談　★母親教室第１回 

野菜の広場／岩倉駅地下道 

★すくすく育児教室　★３歳児健康診査 
分別収集／大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日／泉町･西市町･本町･宮前町･栄町一丁目 

★三種混合　★母親教室第２回 
はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集／東新町（岩倉団地） 

★BCG

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

第 6 回  
山内一豊・千代 紀行山内一豊・千代 紀行

「運命の誓い、一豊・千代婚礼の地　岐阜」 
　戦国乱世のころ、功名の夢を追い求める男がいた。そして、

一人の女性との運命的な出会いを得る。山内一豊と千代である。 

　金華山にそびえたつ岐阜城、その勇姿を見上げ城下を清らか

に流れる長良川。城下町のはずれに近い所に知行５０石の一豊

屋敷があった。貧弱な長屋門と、かやぶきの母屋と納屋からな

る武家屋敷を拝領していた。 

　織田信長が稲葉山城を攻め取り、岐阜城と改め、小牧山城か

ら本拠を移して間もないころ、一豊と千代は母屋の一間にすが

きわらを敷き、その上に薄縁を敷いて、主君信長の岐阜城を仰

ぎ見ながら祝言をあげた。 

　岐阜公園内の信長居館跡には、一豊・千代婚礼の地としてモ

ニュメントが建てられ、ロープウェイで登った岐阜城天守閣か

らは尾張平野も、岩倉城辺りも眺められる。 

　長良川の夏の風物詩鵜飼は、約１，３００年の歴史があり、

かがり火が川面に映え涼風が快い。 

　　　　　　　　　岩倉市文化財保護委員会委員長　中山春義 

 

なか やま はる よし 

うすべり 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

　休日急病診療（有本裕子　岩倉東クリニック） 

野菜の広場／岩倉駅地下道 


